


















有人島としては口之島、中之島、平島、諏訪之瀬島、悪石島、小宝島、宝島がある（昭和四十五年から臥蛇島は無人島） 。江戸時代の地誌『三国名勝図会』巻之二十八「七 」の項に「七 とは、口島・中島・平島・諏訪瀬島・臥蛇島・悪石島・宝島、是なり、此諸島南海の中、遠近羅列して、一処にあらざれども、総名を七 といふ」とあるように、口之島・臥蛇島・中之島・平島・諏訪之瀬

























































て鎧（よろい）三領、鎗（やり）三本、眉尖刀（びせんとう）一本を有益に与えてほめたたえたこと、その家に今もこれらが伝えられていることが記されている。　『三国名勝図会』 （およびそれを引用した『薩隅日地理纂考』 ）には、海賊の名前が東与助・渡邊甚之助・黒木与太郎であること、海賊たちは日向国油浦（油津）から来たこと、海賊を討ち取ったのが中之島 郡司日高太郎左衛門有益であったことなど、先にみた『島津家列朝制度』にはない情報が記されている。　海賊たちがそこから来たという日向国油津には、油津湊（あぶらつみなと）










ちは、大切な金銀や宝物、それに食糧、来年の種ものなどを土に埋めたりして、かねての畝神山避難洞窟の中 かくれた。島に一人の少し知恵遅れの子供がいた。島人たちはその子供に、海岸の方へ行き海賊に会うよう指示した。海賊 ちはその子供を見付けて あれやこれやと尋ねたが要領を得ず、島人たちの隠れ いる洞窟もわからず 集落を荒すだけ荒して引揚げた。島は子供のお陰で助かったのである。
　
この話では、小宝島に海賊が来た時、知恵遅れの子どものおかげで被害にあ
わずにすんだという内容になっている。人々は金銀や宝物、食糧、来年の種ものなどを隠して畝神山避難洞窟の中に隠れ、知恵遅れの子どもに海賊 会うように指示したという。小宝島で調査したところ の話は聞くことができ かったが、同様の話は聞くことができた。以下、小宝島で採集した話を紹介しながら、検討してみたい。〈事例１〉海賊与助・与太郎・甚之助と隠れ穴　
海賊じゃった。与助・与太郎・甚之助って三人兄弟海賊じゃっ らしい。そ
う言うてまし よ昔の人は。三兄弟。海賊 だからそれが来 時には皆そこの穴に行って隠れた。そ はヤブ（藪）だったから。ちょこっと上がって来ても、そこに隠れているってことさえ、捜し出さん 穴の名前はない。私 んかは聞いていない。穴の名前は聞いてない。それはと かくその時の、隠れ家。　
空襲の時はその穴にみんな隠れました。でも今思えばな、爆弾一個落とされ










穴に隠れたという語りである。この語りで興味深いのは、海賊の与助・与太郎・甚之助が三兄弟だったと昔の人が言っていたと う部分である。中之島で調査すると、 「与助岩」とからめて海賊与助の名前は語られているが、 太郎や甚之助の名前を語る人は一人もいなかった。ところが、小宝島では与助・太郎・ という三人の海賊の名前が語られ、しかも三人 兄弟だったという。海賊たちの名前がいつから小宝島で語 れるようにな たのかは不明 あるが、与助たちが来た 弘治（一五五五〜一五五八） ・天正（一五七三〜一五九二）の頃からとは考えにくいので、天保十四年（一八四三）成立『三国名勝図会』や明治時代初期成立『薩隅日地理纂考』に「東与助・渡邊甚之助・黒木与太郎」とい 海賊 の名前が記された後 それを読んだ人が島 人たちに語り、それから三人 名前が具体的に語ら るようになったのではないかと推定しておきたい。〈事例２〉畝神の隠れ穴　
その与助・与太郎のそこの穴には、まあそうやって海賊が来るというんで、




人たちが隠れたという穴には名前がないそうである。この穴について、 『十島村誌』の「畝神洞穴」 項に「島の東南南か南にある畝神山（うねがみやま）の下に、そ 洞穴はある。この洞 を畝神洞穴と う。畝神とは、この島だけの特定の固有名詞ではなく、十島村の各 々にある根神山のことで、島 守護神の山の意である
」と記されている。 〈事例
１〉の話者以外の人に聞いても穴に名




ると、この穴は奥行約二十メートル、幅約十メートル 入口付近 高さ約二メートルという とであるが、現在は土が入って大分埋まっていた。 〈事例
２〉の話
者が語って る「平家の隠れ家」というのは 小宝島港に上陸して真っ直ぐ行ったところの突き当たり 岩にある洞穴で、 「平家大岩屋 と言われている。この大洞穴は、 昔平家の落人たちが隠れ住んだ岩屋だと伝えられ いる。畝神のふもとにある洞穴は分かりにくい場所に 「平家大岩屋」は かりやす 場所にある。〈事例３〉与助にさらわれかけた子　
子どもがな、 その船が来たらみんな隠れんないかんから。大きな船だからボー











その子どもが丸々してる。そこを踏んだり登ったりすると、その子は黙ぁって。とうとう捜し出さんで帰ったらしい。その子が言うんだ「怖かった。自分の頭の上を踏んで、 過ぎて。黙 ていた」 。黙っちょら よな。そいて後から親は、 「子どもがおらん」 。みんなで捜 たんだって へたらそこのススキの中に結わえて、その子。 へでこの島の人は誰も捕られ じゃった。 人も捕って行きよったんじゃ。それは、親父から聞いた話。〈事例４〉与助にさらわれかけた子　
畝神（うねがみ）の下に、穴があるのは確かです。与助・与太郎というのは
いわば海賊ですね。それで春と秋とい のかな、北風で下りてき 南風で上るという、その時期に、まあ人さらいですよね 財産 要するに穀物なのか 金銀はたぶん小宝島にはなかったと思う。穀物であって、人さらいですよね。子どもだけさらって行ったのか 女子 さ って行ったのかっていう記録はいんですけど。ただ 言い伝え 言われているのは、子どもをさらったと。それをですね、その場所︱︱はどの辺 あるんかね、今、牛舎があるあの辺なんかなあ。︱︱は、ススキの原で、そ ススキっ 非常に大き ススキだった。その子 をですね、ススキ 中 置いて、結わえて 逃げないように、逃げら な ように 結わえて 帰り 、 の子を、連れて行 うということで、島に来て、島にまあ部落に上がって来てですね そして、その、掠奪を終わって帰ろうと思ったら 子 もを閉じこめ ス キがど だったかわからなくて結局 連れて行けなかった。その子は助か という言い伝えはある。　
それを聞いて思うのに、相当大きなススキの葉だ。まあそれ、今山に登った
らそれが何となく理解できるん すけどね。背丈以上の が生えてるんですよ。 そういう状態だったのかな。 今、 牧場地区、 今日行かれましたか。 あそこねあんなに開けてなかったんだよ。木があったんですよ。つんの木 われるね。木が生えてて、 で、木と、木が、まあどういうふうに生えていたか。ただ海岸線は、もっとこう、山手まで木が迫っ た のは記憶あるんですけ





畝神山避難洞窟の中に隠れ、知恵遅れ 子どもに海賊 会 ように指示して全員助かったという話が『十島村誌』に紹介されていることを述べたが、 島で行た調査では知恵遅れの子どもの を聞くことができなかった。しかし、 『十 村誌』の話も〈事例
３〉 〈事例
４〉 「与助にさらわれかけた子」の話も、一人の子
どもだけが海賊と遭遇し残り 島民たちは穴に隠れ 助かっ という内容であることから、両者は同じ事件を語 ているものと推定される。伝承される中で異な 語りが生じてきたのであろう。　〈事例
４〉の話者がここ数十年で地形が変わり木が無くなったと述べているよ
うに、小宝島は戦後大きく島の様子が変わったよ である。与助の時代の小宝島の様子を知る手がか になる明治時代の報告が残って る。　
笹森儀助（一八四五〜一九一五）が大島島司であった明治二十八年四月から








周囲港湾ナシ。土人ノ出入ハ村西五六町ノ処少ク珊瑚床ノ低所アリ、之レヨリ出入シ、且船ヲ曳揚ク。之ヲツクヒ泊ト云フ。／亦北面ニ淵泊アリ。南西村西ニ三浦泊アリ。皆風位ニ依リ出入スル処タリ。 」 （第一編第一章） 、 「小宝島、山林ナルモノナク 唯全島珊瑚盤層ニアラサル部分ハ
竹ト海辺ニアダムノ生ス




見た小宝島には珊瑚盤層以外には琉球竹とアダンの木が生え、村落のある場所には枇榔（檳榔樹。ヤシ科の常緑高木）の大樹数百本や榕樹（ガジュマル）が生えていたことがわかる。また、島の周囲に がなく、珊瑚床が低い所など数カ所を風位によって利用して船の出し入れをしていたようである。ここの 「ツクヒ泊」が現在の小宝島港、 「淵泊」が現在の城之前漁港かと推定される 与助が来た時の島の状況 、 明治二十八年に笹森儀助が見た島の状況 大差はなかったとみてよいであろう。海賊 ちは大きなススキにさらった子どもを結わえたが、琉球竹やアダンの木などが一面に繁茂したなかで子どもを結わえた場を見失ったということなの そして、明治時代の笹森儀助と同様 、与助たちも風位によって珊瑚床が低い所を適宜利用して島に上陸したも と考えられる。〈事例５〉与助から逃げた人　
小宝は、誰も盗まれなかった。一人だけ、連れて行かれて。そうしたら、船
を、出して。大人だったみ い。そしたら、 「そこはちょっ 、潮の流れが、悪い所だから、そこは、カジ（舵）は、私がとる」 、捕られて行きよった人が。それで、沖の瀬の おおせの、あの辺で カジ（舵）を切って、船は宝の方に向けて、自分は飛び込んで、逃げ 。ようあそこで、カジ そんな風に切っ 船遭難しなかったね。そして泳いで 逃げ延びて来 。すごい泳げる人でね、泳ぎが達者であったんだ そこは潮の流れが速いとこだ た。 そんなただ大まかなあの辺に。今のヘリポート 下。この島の。 「ここは潮の流れが速 から、カジ
は私がとる」って、言って。よっぽど、度胸のある人だったんだろう。　〈事例
５〉 「与助から逃げた人」は、大人が一人海賊に捕まって船に乗せられ
たが、潮の流れが悪い所だからと言って自分が船のカジをとり、沖の瀬でカジを宝島の方に切って自分は飛び込んで小宝島に泳いで逃げて助かったという話である。小宝島のヘリポート 小宝島港の北方にある そのヘリポートの沖の方は潮の流れ 速いところだという。　『三国名勝図会』巻之二十八「七島」の項に「薩摩地方より南島琉球へ往来するには、必ず七島海を過ぐ 七島海とは、屋久島より大島までの中間をいふ、七島其中間にある故なり、北海東西七十里許の間、波浪殊に高く、潮水常に東に注ぎ、 迅速なること急流の如し（中略） 、 琉球常路の舟師等、 謂く七島海甚浅し、是海底の地勢高く起りて、南北一脈相連ること、地上に山脈相連るが如し」と記されているように、七島海は海水の流れが速いうえ 浅いので、昔から七島海全体が難所として知られていた。 〈事例
５〉の話者は小宝島と宝島の間に潮の

























できなかった与助・与太郎が怒ってセンリ堂というお堂にあ ものを全部取ってお堂を焼き払って行ったという話である。本来はそこに何らかの神を祀るセンリ堂というお堂があったが、与助・与太郎が焼き払った後には再建されなかったというこ ある。現在、 「せ りどう」と呼ばれ いる地 はコンクリートで小さい祠が作って り、地籍図には「センリ道 表記し あ とい 。おそらく、地籍図に「せんりどう」という呼称を記入する時に「堂」と音が共通する「道」の字を間違ってあてたものと推定される。　
小宝島は小さい島であるが、島全体に多数のお宮がある。それらをすべて拝






られている与助の最期と小宝島で語られている与助の最期が異なっている。中之島では与助を 岩のところで焼き殺したと伝えられている 、小宝島では焼き殺したとは伝えられていない。次に小宝島で語られている与助の最期についてみてみるこ にす 。〈事例７〉与助の最期　（落とし穴の）その上に家を作って、酒を飲まして、さあもうええ頃合いじゃいうて。あれは落ちるように作ってたみたい。ほんでそこに落としたらしい。穴に。穴に落として埋めたのよ。 （埋めたのは）中之島って。だからもう、毎年毎年そうやっ いじめられる。今度は隠れているよりも、 こ ちから迎えに行って、そうしよう 頭い 人がいたんだ、中之島には。ほいで、船がもう来る頃にはちゃんとそ いう準備して待ってて　〈事例７〉 「与助の最期」 は、 与助に毎年いじめられるので今度は隠れるよりこっちから迎えに行こうと決め、船が来る頃に準備し 待ち で落とし穴を掘ってその上に家を作り、酒を飲ませて穴に落として埋めたと う語りである。与助・与太郎・甚之助の三人 もそこで殺さ たということ あ た。
〈事例８〉与助の最期　
何か、 落とし穴みたいな所に、 だまして落とした。要するに、 屋敷なり何なり、
そこにこの、ほら穴を、ほ 穴というか落 穴を掘っといて、ほいでそこで酒を飲ませて、まんまと、してやったりと い よ な感じで聞 たん すけど。要する 落とし穴に落と た。だから後は上から埋め しまったと う。　
接待場所をあらかじめね、そういうその、落とし穴を、接待場所に、作っと
















者に焼き殺されたと言 れていないかを聞くと、焼き殺されたとは聞い いないということであっ 。〈事例９〉与助の最期　
与助・与太郎・甚之助、いう名前。三人よ。与助・与太郎・甚之助いうてお
父さんが話しをしたがね。そ は、どっか、宝島に来たんじゃない。宝島に来て、そしてしまいは、中之島で、何と よ、私なんかの何か親戚の人がかかわっているらしい、それを退治したのは。穴掘ってね 穴掘って。宝島に来てね、何かあれ、泥棒 、何やかんや。忘れた本当に 与助・与太郎・甚之助という。甚之助は 宝島の人じゃな ？
　
どこの人か知らん。三人。三人組。兄弟
かは知らん。グループじゃ。三人。与太郎・甚之助。どこの人 は知らん。忘れた。それが、 何か悪いことして。今度はあの、 宝島でか中之島でか、 穴掘って、それをその、大きな穴掘っ な、落と 穴作って退治するていうて それ 悪いことする人で そうして、穴掘ってね 穴掘って それが上にこ ね、何をして う踏んだらぽこっと落ちるように 。ど で、酒盛りしょ とか何とかいうてだまして して、帰り道とか何とかそこ通り道な そういう落し穴作って、落とし穴に落と 入れたって。何てか う話聞い よ。そいで、そいでその、ああやっぱり中之島。そいでその中之島にはブトがおるでしょうそいでそれをね そこでほら、そういう と そしたら、 いが魂 のは、バチ（罰）が来て魂やってその、あれが ブトが増え って。ブトが、与助・与太郎の魂やって、いうこと聞きょうたですよ　〈事例
９〉 「与助の最期」は、与助・与太郎・甚之助という三人組が悪いこと
をするので酒盛りしようとだまし 通り道に落と 穴を作って落とし入れ 退治したところ、 与助・与太郎らの魂がブトになり、 中之島にブトが出 なったという語りである。 〈事例
９〉の話者に聞くと、与助・与太郎・甚之助は三人
組で、 三人が兄弟かどうかは知らな と語ってくれた。小宝島におい は、 与助・
与太郎・甚之助という三人がセットで語られているが、三兄弟という立場と三人が兄弟かどうかは知らないという立場の二つの説があることがわかる。 〈事例９〉で面白いのは、中之島のブトの起源まで語られている点である。 〈事例
９〉
































































には琉球竹とアダンの木が生え、村落のある場所には檳榔樹の大樹数百本やガジュマルが生えており、島の周囲には港湾がなく珊瑚床が低い所など数カ所を風位によって利用し 船の出し入れをしていたという。現在の小宝島には牧場もあり木があまりないのでススキ原のイメージは想像しにくいが、 笹森儀助『拾島状況録』の記述からかつての小宝島 自然状況を類推することができ、この伝説内容が納得できる。　
二つ目は大人が一人海賊に捕まりかけた話で、 「与助から逃げた人」が語られ
ている。 「与助から逃げた人」 、 大人が一人海賊に捕まりかけたが逃げて助かったという話である。その人は海賊船 乗せられた 、潮 流 が悪い所だからと言って自分が船のカジをとり、沖の瀬でカジを宝島の方に切って自分 飛び込んで逃げ 助かったという。潮流が急激な宝島・小 間 中でも特に難所とされる場所での出来事として語られていることが注目される。　
三つ目はセンリ堂にまつわる話で、 「与助が焼いたセンリ堂」が語られている。
「与助が焼いたセンリ堂」は、海賊与助がセンリ堂というお堂にあったものを全部取ってお堂を焼き払って行ったという話で、島に多数あるお宮の一 に関する伝説となっている。センリ堂に何が祀ってあったのか よくわ 。　
四つ目は与助が殺害された時の話で、 「与助の最期」が語られている。 「与助
の最期」は、海賊船が来る頃に準備し 待ち、中之島で落とし穴を掘ってその上に家を作り、酒を飲ませ 穴に落として埋めたと う話 、与助・与太郎・甚之助の三人ともそこで殺されたという。中之島 は焼き殺したと伝え れているのに対して、なぜ小宝島では埋め殺した 伝えられ いるのかは不明である。　
五つ目はその他の話種で、 海岸で遊ぼうとする子どもに注意する時の言葉「日
向んジイから捕らるっど」 「与助と海賊キッド」が伝えられている。 「日向んジイから捕らるっど」は、昔の人は子どもが海岸に行こう すると、 「子どもは海岸に行くな。日向んジイから捕らるっど」と言って注意し 語りで、数百年前 日向から来て掠奪行為を働いた海賊たちに対する恐怖が か 強いも
のであったかがわかり注目される。 「与助と海賊キッド」は与助が与那国島まで行き、掠奪し 人や物を海賊キッドと交換したという話で、一見すると荒唐無稽な伝承 ようにみえるが、昭和十二年に起こっ 宝島の海賊キッド埋蔵金騒動が関係しているとみられ、新しい伝説の生成という点から注目される。　
小宝島の海賊伝説からは、島の地形（入り口のわかりにくい洞窟の存在、か
つては港が無く低所から船の出し入れを た等） 、植生（樹木やススキの生え具合等） 、島の周囲の海流 状況など、島および周辺の自然の状況が伝説 成立に大きな役割を果たしていることがわかる。　
本稿では、小宝島に伝承されている海賊与助をめぐる伝説を中心に考察して




（２）日本歴史地名大系『鹿児島県の地名』 （平凡社） 、 「七島」 「十島村」の項参照。（３）中之島の海賊伝説については平成二十七年度奄美沖縄民間文芸学会鹿児島
大会（於・鹿児島県歴史資料センター黎明館、二〇一五・八・一六）で「トカラ列島中之島の海賊伝説─与助岩とブトの起源─」と題して発表した。別稿を用意している。




























































































30） 『日本大百科全書ニッポニカ』 （小学館） 「海賊キッド」の項参照。
（
31）畠山清行氏『日本の埋蔵金
　
下』 （番町書房・一九七三）所収「キャプテン・
キッドと宝島」参照。
〔付記〕　
本稿は、 日本学術振興会平成二十七年度〜三十一年度科学研究費・基盤研究Ｃ・
研究課題「南西諸島における自然説明伝説の調査研究」 （課題番号
15K
02222 ）
の成果の一部である。連絡先：原田信之新見公立大学看護学部
　
〒七一八─八五八五
　
新見市西方一二六三─二
 
（二〇一五年十 月十八日受理）
